第３部会（保健福祉）第２回部会概要
日　時　　平成１９年３月２８日（水）午後６時３０分～午後８時２５分

場　所　　市役所　第３委員会室
出席者　　山田耕一　安達陽子　中原義勝　平田和弘　吹越愛子　前田文彦
　山口　忠　米澤孝雄

説明員　　宇野保健福祉部次長　室社会福祉G総括主幹　後藤福祉計画主幹　
岩田子育てG総括主幹　馬場幼児保育主幹　小川健康推進総括主幹
山中障害福祉主幹
事務局　　二階堂企画主幹　佐藤企画主査

議　題　　１．市と社会福祉協議会の連携・取り組みとその繋がりについて
　　　　　２．その他
１．市と社会福祉協議会の連携・取り組みとその繋がりについて
市と社会福祉協議会との関わり、連携等の取り組みについて、室社会福祉G総括主幹より説明があった。
●福祉に関する意見・質問等

　　・昨年社会福祉協議会で作成した「きずな」など福祉が活発になってきているが、そうなればなるほど町内会の負担は大きくなる。
　　・今回の説明によって市と社会福祉協議会の関係が理解できた。

　　・敬老会の１０００円の助成について、町内会によって対応が異なり、助成の還元を受けていない人がいるという話しがある。
　　・敬老会の補助金についての助成の考え方を聞きたい。
　　・敬老会の補助金の活用方法は地域により違うのは当然と考える。地域が責任を持って対応することが大切である。

　　・社会福祉協議会は、福祉の大きな部分を担っているが、会費、寄付、行事の益金などによる財源で賄われているのが現状で、このような財源内訳で本当に良いのか、行政としての考え方を聞きたい。
　　・基本計画や広報等職員が書いた文書は難しい、もっと分かりやすい文章にしてほしい。

　　・ボランティアに対しても経済的負担が大きいので支援が必要である。
　　・ボランティアは手弁当が基本であり、今助成を受けている限られたお金をいかに有効に活用していくかということが大切である。
　　・この委員会で議論をするためには、ある程度の知識が必要であり、それが無いとテーマすら決められないのではないか。

　　・一つ一つ勉強して行かなければならない。
２．その他（次回のテーマについて）

　　・各委員が現在考えている疑問・課題などを出し合い、その中からテーマを絞って次回以降論議していく。
　　・次回開催日　平成１９年４月１１日（水）１８時３０分～　第２委員会室
　部会からのお願い

　　・部会への出欠報告は必ず提出するよう協力してください。
